
 

―in vivo中枢神経系につなげるin vitro試験―  

神経変性疾患  

第 46 号 

2020年（令和２年）７月１日（営業企画部発行） 

当社は、ＨＳ財団動物実験認証施設です 

<試験方法> 

 神経変性疾患は中枢神経系に発症し、特定の神経細胞群の減少や神経細胞の内外に頻繁に発現する線維状

物質の蓄積を特徴としています。現在ではアルツハイマー病（AD）、パーキンソン病（PD）、ハンチント

ン病（HD）、筋萎縮性側索硬化症（ALS）など、複数の神経変性疾患の特徴となっている神経死や、機能

不全の主な要因と考えられています。その中でも今回はパーキンソン病とアルツハイマー病について、in 
vitro(Cell Based Assay)での評価系を確立しました。併せて対となる in vivo モデルもご紹介します。   
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アルツハイマー病モデル 

NBR Study navi 

パーキンソン病モデル 

Cell Based Assay  



動  物：ラット、雄 

評価項目：協調運動、自発運動量、 

     ＤＡ含量、ＴＨ陽性細胞数 
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Aβ脳室内投与アルツハイマー病モデル 

ロテノン黒質注入パーキンソン病モデル 

動  物：マウス、雄 

評価項目：Ｙ迷路、受動回避、新奇物体認知 

 


